
 

今年もよろしくお願いします。 

教 頭  林  憲 幸   
 
皆さん、どんな冬休みを過ごしましたか？きっと、家族とたくさんお話したり、友だちと遊

んだり、スキーを楽しんだり、一人一人が大切な時間を過ごしたことと思います。 

私は、冬休み中に、「小学校～それは小さな社会～」という映画を鑑賞しました。東京の公

立小学校の１年間を、子ども、保護者、先生、それぞれの目線で追ったドキュメンタリー映画で

す。音楽が上手くできなくて泣いてしまう１年生、卒業することに期待と不安いっぱいの６年

生、我が子の入学に向けて準備する保護者、熱い思いをもった先生方…「わかる、わかる。」

と共感しながら映画を楽しみました。 

映画を楽しみながら、「学校って、子どもたちにとってどんな

場所であるべきなの？」と問いかけられているような気がしま

した。 

映画のタイトルにあるように、学校は「小さな社会」です。習い

事や公園で遊ぶ時、今はＳＮＳの中にも「小さな社会」があるでし

ょう。子どもたちはその「小さな社会」の中で様々な経験を通して成長し、社会に出ていきま

す。 

私は、子ども達の成長を支えるよりよい環境（＝小さな社会）をつくることが、大人の大

切な役目だと改めて考えました。 

私たちの稲穂小学校は、あたたかいかかわりと、全ての子どもの可能性を引き出す学校

を目指しています。 

「稲穂小学校って、子ども達にとってどんな場所であるべきなの？」 

常に自分にそう問いかけながら、保護者や地域の皆様、子ども達、先生達と、みんなで考

えていくことができればいいなと思っています。 

さて、いよいよ３学期が始まりました。 

児童の皆さん、保護者・地域の皆様、今年もどうぞよろしくお願いします。 
 

■感染症流行中‼ 手洗い・マスク・咳エチケットが予防のポイントです！ 

各種報道でも話題となっていますが、インフルエン

ザ・新型コロナウイルス感染症・マイコプラズマ肺炎など

各種感染症が流行している状況です。 

 本校でも、今後、罹患者が増えていくことが危惧され

ます。感染予防策として、推奨されているのが、丁寧な

手洗いとマスクによる飛沫感染防止、換気です。

各ご家庭でも予防策に取り組み、体調管理に気を付けてお過ごしください。 

★学校の感染状況をご心配される保護者の声もありますので、テトルにて定期的に校内の

感染症状況をお知らせするようにしていきます。よろしくお願いいたします。 
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特別支援教育支援員 水口結花先生が着任！よろしくお願いいたします。 

２学期末をもって退職された特別新教育支援員の笠田育美先生の後任として、水口結花

先生が着任しました。学校生活での様々な場面で子どもの学習や活動を支えていただく先

生です。いろいろな学級で支援サポートを行っていきます。皆さまよろしくお願い致します。 

【水口 結花 先生 着任ご挨拶】 

 
→ 【笠田 育美 先生 離任のご挨拶】 

笠田先生には､３年間お世話になりました。子どもたちの学校生活・

学習をあたたかく支えてくださいました。子どもたちも皆感謝の気持

ちでいっぱいでした。 

■３学期スタート、笑顔と仲間との協力があふれる４７（４５）日間に！ 

 ３学期がスタートしました。体調不良等による欠席が全校で数名いましたが、どの学年学級

も心配していたインフルエンザ大流行になっていなくて安心しました。 

始業式では、各学年の代表児童と児童会運営委員が３

学期の自分の抱負や目標を力強く発

表してくれました。各自、目標に向け自

分を成長させていくことを楽しみにし

ています。 

 3学期は、1～5年生は４７日間、６年生

は４５日間の短い学期です。１年間の総まとめとして、取組をしっかり見つ

め直し取組の質を高める努力を重ねて確かな力に繋げていくことを願っています。 

全校児童の笑顔と、仲間と協力し合いながら年度末のまとめに取り組む姿がたくさん見ら

れる３学期となるよう全職員で努力して参ります。３学期もよろしくお願いいたいます。 
  

■不審電話対策、３学期も警察との連携した対策を行っています！ 

２学期は､相次ぐ不審電話に､子ども・保護者、皆さまに大変なご不安をおかけしました。 

警察もこまめに学校に来てくださり警察としてできることに３

学期も継続して対応いただいている状況です。 

保護者・地域の皆さまのご不安を払拭できている状況ではあ

りませんが、ご理解の上、今後も可能な範囲で子どもたちの見

守りを引き続きよろしくお願いいたします。 

「この度、支援員として稲穂小の皆さまにお世話になります。  
 子どもたちの元気パワーをもらいながら、楽しく一緒に過ごし

たいと思っております。よろしくお願いいたします。」 

「以前から目指してきた夢へ向けて前進するために、年度途中での退職となりました。退職
にあたり、子どもたちからも『先生、頑張ってね！』と声を掛けていただき感謝しています。  

『チャンスの女神には前髪しかない』と言われています。皆さんも、チャンスの女神が目の
前に来たときに女神の前髪をしっかり掴めるように自分の未来に向けて準備をしていって
ください。皆さんのご活躍を心から応援しています。 輝け！稲穂の子！ 

大変お世話になりました。ありがとうございました。」 


